
【改定】「印旛沼流域水循環健全化計画・第3期行動計画」の概要（H28年度確認・公表）

計画対象地域（印旛沼流域）

計画名
印旛沼流域水循環健全化計画・第3期行動計画
（健全化計画：H22.1策定、第3期行動計画R4.3策定）

提出機関名 千葉県 対象地域 印旛沼流域

メイン課題 水質改善、貯留・涵養、治水、生態系、水辺空間、教育・普及啓発

計画概要

都市化等に伴う影響により発生した水質、治水等の課題を解決するため、
流域に関係するあらゆる主体が、様々な取組を協働・連携して進めること
で、治水・利水・環境が適切なバランスを保つ状態を保全・再生すること
を目指すもの。

計画の特徴

「恵みの沼をふたたび」を基本理念、「良質な飲み水の源印旛沼・流域」、
「遊び、泳げる印旛沼・流域」、「ふるさとの生き物はぐくむ印旛沼・流
域」、「水害に強い印旛沼・流域」、「人が集い人と共生する印旛沼・流
域」を目標に、目標達成のため「印旛沼方式」を行動原則として取り組む。

【実施体制】 印旛沼流域水循環健全化会議

地方
公共
団体

都道府県 〇

政令指定都市 〇

市区町村 〇

国の地方支分部局 ○

有識者 〇

事業者 〇

団体（NPOなど） 〇

住民 〇

その他（ ） -

【改定内容】
印旛沼流域において令和元年10月に浸水被害が発生したこと、流域治水関連法が公布されたこと等を踏まえ、流域治水を駆
動力に健全な水循環の維持・回復のための取組を実施。

○計画の進行管理○取組の体系
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○取組の体制

・

・

・

・

・

公表
（PUBLICATION）

毎年委員会に報告する目標達成状況、取組進捗
状況等を年次報告書等としてとりまとめ、WEB サ
イト（いんばぬま情報広場）等により公表します。

また、それに応じた指標の見直しも必要に応じて
行います。

委員会からの評価と助言を次年度の取組に活か
します。

・

確認
（CHECK）

目標達成状況、取組進捗状況は、それぞれを評
価するために設定する指標により毎年度確認し、
健全化会議委員会（以下、「委員会」という。）で共
有します。

推進対策は、部会等により毎年総括を行い、委員
会に報告し、助言と評価を受けます。

見直し
（ACTION）

目標達成状況、取組進捗状況や社会情勢の変化
に応じて、柔軟に各施策や対策群を見直します。

計画策定
（PLAN）

・ 第３期行動計画を策定します。

取組の実行
（DO）

・ 計画に基づき、取組を実行します。

※里山グリーンインフラネットワーク等

※印旛沼流域圏交流会

環境パートナーシップちば

NPOいんば

まるごと印旛沼

印旛沼探検隊

（株）みなも　　　等

連携

印旛沼流域水循環健全化会議

行
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市民団体・

企業等

テーマ

※印旛沼学習とは、印旛沼流域に関係する歴
史・文化、自然環境、防災、まちづくり等あらゆ
る面への学習のことを示す。

印旛沼学習※を活発にします

共感を広げ、多様な主体
　　との連携・協働を推進します

取組を推進する仕組み・制度の
検討や調査・研究を推進します

湧水や地下水を保全・活用します

流域から入る水の汚れを減らします

川や沼における
　　水環境を保全・再生します

ふるさとの生き物をはぐくみます

流域全体で水害から
　　まちや交通機関を守ります

水辺を活かした
　　地域づくりを推進します

目標５
人が集い、人と共生す
る印旛沼・流域

目標２
遊び、泳げる
印旛沼・流域

目標３
ふるさとの生き物

はぐくむ印旛沼・流域

目標１
良質な飲み水の源
印旛沼・流域

目標４
水害に強い
印旛沼・流域

分野間の

取組を

支援するテーマ


